
 

※ このテクニカル講座は、Ver 4.01a を基に作成しております。

 

 

前回のテクニカル講座では、積算書データの作成について解説していきました。 
今回は、作成した積算書データをマクロを使って、明細書の並び替えや工事名の入れ替えなどを

行う方法、積算書データを CSV ファイルへの出力する方法を解説します。 

また、積算書に追加するために必要な【部材単価登録】プログラムの登録方法について解説して

いきます。 

 

 

 

 

 
 

マクロを使って、明細書の並び替えや工事名に入れ替えを行ってみましょう。 

 

■ 01. 並びの変更  

 

各工事名の明細票の並びを変更するマクロです。並びを変更する工事名を選択し、明細表を表示さ

せます。 

 

(マクロ)をクリックします。 

[マクロ]ダイアログが表示されます。 

[並びの変更]を選択し、[実行]ボタンをク

リックします。 
 

 

[設定]ダイアログより並び替えの条件を選択し、[了解]ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、[設定]ダイアログより、並べ替えを行う[開始行]・[終

了行]を設定し、[了解]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



並べ替えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 02. 工事交換  

 

工事名とその工事名の明細を交換します。 

 

(マクロ)をクリックします。 

[マクロ]ダイアログが表示されます。 

[工事交換]を選択し、[実行]ボタンをクリ

ックします。 
 

 

[屋根工事]と[内装工事]を交換します。 

[設定]ダイアログより[交換元]と[交換

先]の工事№を設定します。 

※ 工事№は、1から順番に割り当てられ 

   ます。 

 

 

 

 

 

次に、[設定]ダイアログより、並べ替え

を行う[開始行]・[終了行]を設定し、[了

解]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

入れ替えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

作成した積算書データを CSV 形式のファイルに保存することができます。CSV 形式のファイルに保存

することで、Microsoft Excel などの表計算ソフトで編集することができるようになります。 

また、Microsoft Excel などで編集した CSV 形式ファイルを、積算書データに読み込むこともできま

す。 

※ CSV 形式ファイルとは、カンマ(タブなど)で区切ったテキストファイル形式です。 

 

■ 01. CSVで保存  

 

積算書データを CSV 形式のファイルに保存してみましょう。 

 

[ファイル]メニュー／[CSV(カンマ区切り)で保存]を

選択します。 

[CSV 出力]ダイアログが表示されます。 

CSV 出力の方法は３通りあります。 

1.全ての工事明細を出力 

2.現在の表示させている工事明細を出力 

3.選択部分を出力 

  ※ 明細を選択しておく必要があります 

出力する内容を選択し、[OK]ボタンをクリックします。 

ファイル名を指定し保存します。その時の保存場所の初期値は「Datavg」、ファイルの拡張子は「CSV」

になります。 

 

◆ 前回のファイルに追加する 

CSV 出力方法の 2、3 を選択した場合、前回保存した CSV ファイルに追加することができます。 

 

 

■ 02. CSVを開く  

 

CSV 形式のファイルを開いてみましょう。 

 

[ファイル]メニュー／[CSV ファイルから開く]

を選択します。[ファイルを開く]ダイアログよ

り開く CSV ファイルを選択して開きます。 

 

[CSV ファイル読み込み設定]ダイアログが表示

されます。 

※ 先頭行に表の見出しが表示されている場 

   合は、[先頭行はヘッダ]をチェックするこ 

   とにより、データ保存先の設定が容易にな 

   ります。 

 

[データ保存先]リスト内で、CSV ファイルの内

容のどの列をどの項目として保存するかを設定

します。 

列の名称(番号)をダブルクリックまたは右クリ

ックし、保存先のリストから選択します。 

 

データの保存先を設定したら、[OK]ボタンをク

リックします。 

 

※ 設定したデータ保存先の内容を記録してお 

   くことができます。[読み込み設定]に設定名 

   称を入力し、[現在の設定を保存]ボタンをク 

   リックします。 



[CSV 読み込み設定]ダイアログが表示されます。 

どの行のデータがどの工事名の明細かを設定し

ていきます。 

 

設定する行を選択し、[変換先を設定する]ボタ

ンをクリックします。リストから工事名を選択

します。 

※ 複数行選択すれば、一括で工事名を設定する 

   ことができます。 

 

設定が終了したら、[読み込み]ボタンをクリッ

クします。 

CSV ファイルが読み込まれ、積算書データが表

示されます。 

 

 

 

 
 

積算書の明細追加に使う、【部材単価登録システム】の登録をしましょう。 

 

(ユーティリティ)／ をクリックします。 

 

【部材単価登録システム】が起動され、[項目選択]ダイアログが表示されます。 

 

大・中・小項目から項目を選択し、[開く]ボタンをクリックします。 

 

選択した項目の部材単価が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 項目名称を変更するときは、[項目名称変更]ボタンをク 

   リックします。 

   [項目名の変更]ダイアログで各項目名を設定して、[登 

   録]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 



■ 01. 単位の登録  

 

単位を登録します。 

 

／[単位の登録・設定]を選択します。 
 

[単位の登録]ダイアログが表示されます。 

登録するリストを選択し、[単位]を入力し、[登録]ボタンを

クリックして登録します。 

 

登録が終了したら、[了解]ボタンをクリックします。 

 

※ 「ｋｇ」～「畳坪」は、(財)建築物価調査会の情報を元に標準登録されていますので登録するこ 

   とはできません。 

 

 

■ 02. 発注先データの設定  

 

発注先データを設定します。 

 

を選択します。 
[発注先データ一覧]が表示されます。 

 

設定する発注先のリストをダブルクリック

します。 

 

[発注先データ設定]ダイアログが表示され

ます。各種項目を入力して、[了解]ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

 

■ 03. 部材単価の追加  

 

部材単価を追加登録します。 

 

部材単価を追加登録するには、まず「コード」から入力します。 

 

空欄のコード部分をダブルクリックします。 

 

部材単価が登録されているすぐ下の空欄を選

択したときは、続き番号が表示されます。 

一行あけて選択したときは、「5000」が表示

されます。 

登録するコードを入力して、 Enter  キーを押下して登録コードを確定させます。既に登録してい

るコードは入力できません。 

 

※ 部材単価登録をするときのコードは、5000 番以降に登録してください。5000 番より前に登録を 

   すると、バージョンアップした際に、登録内容が消えてしまう可能性があります。 

 

[部材名]・[摘要]・[単位]・[実行単価]・[見積単価]・[発注先名]を設定します。 

 

 



[分類コード]を入力します。 

[分類コード]とは、【自動積算拾い出し】をする時に、部材をどの工事名に分

類するかを示すコードです。 

[分類コード]には、工事№を入力します。 

※ 工事№は、【積算書】プログラムで設定している工事名を 1から順番に割 

   り当てた数値になります。 

 

また、[分類コード]で小計項目に分類することもできます。 

小計項目に分類するときは、上２桁に工事№、下２桁に小計項目№の計４桁

で分類コードを入力します。 

 

例) 基礎工事(工事№2)の１番目の小計項目に分類したい場合は「(0)201」 

    と入力します。 

     Enter  キーを押下すると、「2-1」と表示されます。 

 

 

 
 

構造図の、[土台]・[柱]・[小屋]・[屋根]で入力している木材の小計項目分類は、【自動積算拾い

出し】プログラムの[初期設定]／[積算木材取得単価選択]で行います。 

各部材ごとに、[積算書の格納小計項目]を設定しておきます。 

この場合、【部材単価登録システム】で設定した分類コードは適用されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部材単価の登録が終了したら、 ／[上書保存]を選択し、【部材単価登録システム】を終了し

ます。 

 

 

 
 
 

 
 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


